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Ⅴ．特記事項 

1. 充実した就職支援体制の確立による高就職率の達成 

 本学では、最近 5 年間の就職希望者に対して、99%を超える高就職率を達成している。

この実績を維持するための就職支援体制は具体的には、次のとおりである。 

・適切なカリキュラム設定によるキャリア教育 

1 年次から、「キャリアデザイン」「キャリア開発論」などのキャリア教育科目を設け、3

年次では 1 年間「就職講座」を通じて、就職活動の心構え、履歴書の書き方、面接の受

け方など、就職活動に必要な知識・技術を一通り修得するようにしている。 

・インターンシップの有効利用 

多数の企業と連携してインターンシップを、事前教育を含めてカリキュラムに組み込み、

学生に参加を促す。担当の教員は各企業に出向き、実習中の学生の巡回指導を実施する。 

・少人数教育を活かした個別支援 

少人数ゼミの利点を生かして、ゼミ担当教員は頻繁な個人面談により、就職活動状況の

聞き取り及びアドバイスなど、きめ細やかな進路指導を行っている。 

・外部人材の活用 

経験豊富なキャリアカウンセラーや、ハローワーク所属のジョブサポーターなど外部専

門家に依頼し、教職員と連携して就職活動の相談などにきめ細かく対応している。 

 

2. 学科の教育内容に応じた海外研修プログラム 

 今後、国際的な視野を持つグローバル人材の育成が必要であり、幅広く知見を広めるこ

とが重要であることはまちがいない。本学ではそれらに加えて、各学科の教育内容に応じ

て、より専門的な立場での異文化交流を経験することを目的として、学科毎に特化した内

容の海外研修プログラムを開発し、実施している。その内容は、次のとおりである。 

(1)経営学科「ホノルルの商業施設視察」 

 事前に国内の商業施設を見学・視察した後、アメリカ・ハワイ州ホノルル市の商業施設

を視察し日本とアメリカでの商業施設の違いについて学ぶ。帰国後には報告会を開催す

る。 

(2)経営学科「東南アジアの経済発展状況視察」 

 「国際経営における人材の育成と備後企業の取り組み」として、JICA(国際協力機構)タ

イ事務所や広島県内企業の現地工場を訪問、現地での取り組みを学ぶ。いずれも事前学

習や帰国後の報告会を行い研修の充実化を図る。 

(3)福祉学科「韓国の福祉施設視察」 

 韓国ソウル市の福祉施設を訪問し、日本と福祉施設・制度の違いを学ぶ。地元の大学の

学生たちとの交流も行い、帰国後には報告会を実施し、研修成果の定着を図る。 

(4)こども学科「イギリスの小学校・幼稚園視察」 

 先駆的な保育・教育を行うイギリスの小学校・幼稚園を視察し、保育・教育活動や支援

を体験して日本との比較研究を行う。帰国後には報告・協議する場を設け、学びを深める。 

(5)健康スポーツ科学科「オーストラリアでのアスレティックトレーナー研修」 

トレーナー養成の最前線を行くオーストラリア・キャンベラに滞在し、現地のスポーツ

医学やトレーニングの専門家による研修に参加し、キャンベラ大学との交流も行う。 


